
試験研究（中間）評価整理表

試験研究機関名 農業総合センター

所 管 課 （ 室 ） 農業振興課研究開発室

施策目標 研究課題分類 始期 終期 

1
農業生産力の発
揮と特色ある農
業の推進

本県に適した高品
質で優良な品種の
開発と家畜の改良

水稲新品種育成

以下の３つを育種目標として、新品種を
育成する。
１　良質・良食味品種の育成（粳品種、
糯品種）
２　直播適性の高い品種の育成（新規）
３　酒造好適米品種の育成

現行の水稲新品種育成の育種目標に、新
たに直播適性の高い品種を加えて継続す
る。

18 22 B
新品種へのニーズが高く、有機栽培や特別栽培に向く
品種を含めて、早急に新品種を育成すべきであり、来
年度も継続実施すべきである。

有機栽培や特別栽培に向く品種を育成すると有るが、
病害虫抵抗性の他に、どのような育種目標を立てるの
か、明確にする必要がある。多様な稲作を推進する品
種へのニーズに変動はないと有るが、県で、そのような
ニーズの全てに対応するのか。育種目標を絞った方が
よいのではないか。

2
農業生産力の発
揮と特色ある農
業の推進

本県に適した高品
質で優良な品種の
開発と家畜の改良

野菜新品種育成
（イチゴ・アスパラ
ガス）

うつくしま農業・農村振興プラン２１に
おいて、主に中通り・浜通り地方の基
幹・戦略作目として位置づけられている
イチゴおよび会津地方の基幹・戦略作目
として位置づけられているアスパラガス
を対象とし、生産性、食味、耐病性、機
能性に優れた新品種を育成する。

現行の野菜新品種育成の育種目標に、新
たに耐病性等を加え、継続して実施す
る。

18 22 B
本県の園芸振興を図る上で、競争力のあるオリジナル
品種の開発と普及は重要である。継続して実施すべき
である。

福島の気候での栽培に適したイチゴ、アスパラガスの
品種が育成されたが、まだスーパーなどで見た覚えが
ないので積極的に広報し知名度を上げるようにしてほし
い。

3
農業生産力の発
揮と特色ある農
業の推進

本県に適した高品
質で優良な品種の
開発と家畜の改良

在来遺伝資源活用
による地域特産農
産物の開発

在来種のアサツキ等を対象として、在来
種の特徴を有し、均一性に優れ、生産性
が高い品種を育成する。

在来種の特徴を有し、均一性に優れ、生
産性が高い系統を分離し、品種を育成す
る。

18 22 C
地域に多数存在する伝統野菜の特性解明は品種育成
より優先して実施すべきことから、方針を変更して実施
する。

地域特産物のブランド化は、地域振興に重要と考える
ので、本課題の実施は有効であると考える。ただし、取
り上げる作目については、実施計画を明確化する必要
がある。また、品種育成より特性解明を優先するとの方
針はその通りであり、特性の解明結果をその後どのよう
に活かしていくかの戦略が欲しい。

4
農業生産力の発
揮と特色ある農
業の推進

本県に適した高品
質で優良な品種の
開発と家畜の改良

畑作物の品種選抜

本県の小麦収穫は梅雨時期と重なるた
め、収穫期の降雨を回避できる極早生品
種が必要である。麦類の育成地は本県が
必要とする極早生品種の必要性が低いた
め、本県で初期世代の選抜を行う。

極早生小麦を早期に育成するのため、育
成地より初期世代の個体群や系統の配布
を受け、県内で熟期や穂発芽耐性につい
て現地選抜を行う。

18 22 A
奨励品種決定調査に供試できる系統が早期に選抜で
きたことから、現在選抜した系統を奨励品種決定調査
に移行して本試験は終了すべきである。

奨励品種決定調査は、どの課題で行うのか。また、選
抜した３系統の品質特性等は、どのようになっているの
か。

5
農業生産力の発
揮と特色ある農
業の推進

バイオテクノロジー
等を活用した高度
な技術開発

作物におけるＤＮＡ
マーカー活用技術
の開発

品種識別を可能とするＤＮＡマーカーお
よび有用形質を支配する遺伝子座と連鎖
するＤＮＡマーカーを探索し、効率的な
品種識別技術および早期選抜技術を開発
する。

ＤＮＡ解析装置等を活用して、目的とす
るＤＮＡマーカーを探索し、品種識別技
術および有用形質選抜技術を開発する。

18 22 B
ＤＮＡマーカー選抜手法の確立と育種への応用は、優
良品種育成の効率化に極めて重要である。次年度も継
続して実施すべきである。

作物の品種識別を可能にするDNAマーカーの開発に取
組み、イチゴの品種判別を可能にするなどの成果が得
られている。DNAマーカー選抜手法の確立と、育種への
活用は重要であり、今後の本研究の進展が期待され
る。

6
農業生産力の発
揮と特色ある農
業の推進

優良種苗・系統生
産技術の開発

有用遺伝資源の増
殖技術の開発

育種および種苗生産を安定的・効率的に
実施するため、育種母本および優良系統
の増殖技術や有用遺伝資源の長期保存技
術を開発する。

育種対象作物について育種母本や優良個
体の増殖技術および長期保存技術を開発
する。
  培養増殖技術を活用し栄養系品種育成
への活用を図る。

18 22 B
リンドウやアスパラガスにおいて優良親株の維持増殖
を可能とする重要な技術開発であることから継続して実
施すべきである。

育種や種苗生産の安定効率化に向けて、育種母本・優
良系統の増殖技術、有用遺伝資源の長期保存技術の
開発が行われ、アスパラガスやリンドウの有望系統の
品種化に向けての親系個体数が確保されるなどの成果
が得られている。重要な技術開発であり、今後も開発を
継続して実施すべきであると判断される。
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7
消費者の視点を重
視した県産農産物
の安定供給

安全な農林水産物
生産技術の開発

作物と土壌・水系
における農薬の挙
動と残留農薬の軽
減技術の開発

農薬の土壌-水系における挙動を明らか
にする。また、長期残留性農薬の吸収抑
制技術を開発する。

基幹排水路中における水中農薬の流出実
態を把握し、流出防止のための水管理技
術を確立する。長期残留農薬の吸収抑制
に効果的な資材を検索し、資材施用試験
を経て残留農薬軽減技術を確立する。

18 22 B

環境中農薬挙動解析（作物・土壌・水系）については排
水路中に流出する農薬を効果的に削減できる技術が成
果となったため概ね目的を達成し終了する。活性炭施
用による吸収抑制持続効果については引き続いて試験
を実施する。

農薬の環境中への拡散防止は重要であり、本課題に
よって得られた成果を指導徹底していくことが求められ
る。また、残留農薬軽減技術については、食の安全・安
心に関わる問題であるが、生産者の実施メリットが見え
づらいので、経費負担について検討する必要がある。

8
消費者の視点を重
視した県産農産物
の安定供給

安全な農林水産物
生産技術の開発

天敵生物等を利用
した減農薬病害虫
防除技術の開発

昆虫や微生物等の生物的機能を利用した
病害虫防除技術を確立する。

１　土着天敵の持続可能な利用技術を確
立する。
２　天敵・微生物農薬等を主体とした病
害虫防　除技術を開発する。

18 21 B
化学合成農薬を削減した病害虫防除技術を確立する
ために必要な課題であるので、継続実施すべきであ
る。

化学合成農薬の削減は重要な課題であり、土着天敵や
生物的防除資材の利用研究は推進すべきものと考える
が、完璧に抑える技術ではないので、適正な化学合成
農薬の使用も含めて、個別技術を組み合わせて、必要
とする防除効果が得られる総合的な技術体系とする必
要がある。

9
農業生産力の発
揮と特色ある農
業の推進

付加価値の高い農
林水産物生産・加
工技術の開発

農産物の加工・利
用技術研究

農業所得の向上に向けて農業者が行う農
産加工の高度化を図るため、本県農産物
を活用した付加価値の高い良質な農産加
工品の開発を行う。

県産農産物を活用した加工技術開発及び
地域特産加工品の開発、郷土食の商品化
技術、県産農産物の機能性成分を生かし
た加工・利用技術開発等を行う。

18 22 A
付加価値の高い農産物の加工・利用研究については、
重要な課題であり、今後、実需者を意識した研究開発
についても行う必要があることから、これまでの計画を
拡充し優先的に実施すべきである。

県産農産物や特産物の拡販のためには、新規加工品
の開発は必要と考えるが、民間で行っている商品開発
との違いを明確にする必要がある。

10
消費者の視点を重
視した県産農産物
の安定供給

環境保全型農林
水産業を確立する
ための技術開発

畑地からの栄養塩
類の溶脱抑制技術

様々な肥料を施肥した場合の硝酸態窒素
など栄養塩類の溶脱の実態を明らかにす
るとともに、溶脱抑制のための技術を開
発する。

1・様々な肥料（緩効性肥料、有機質肥
料など）　を施肥した場合の栄養塩類溶
脱の実態把握
2・化学肥料の作物－土壌－水系におけ
る動態把　握
3・栄養塩類の溶脱抑制技術の開発

18 22 B
これまでに様々な肥料を施肥した場合の溶脱の実態に
ついて明らかにしてきた。次年度より、栄養塩類の溶脱
抑制技術の開発に着手する。継続して実施すべきであ
る。

硝酸態窒素汚染は農業における環境負荷として注目さ
れており，環境保全型農業の育成の観点からも重要な
課題である。但し，研究の中心課題は，栄養塩類の溶
脱抑制に力点を置いているが，畑作における過窒素状
態，環境保全型施肥手法の開発と結びつけた実践的研
究が求められる。

11
消費者の視点を重
視した県産農産物
の安定供給

環境保全型農林
水産業を確立する
ための技術開発

土壌機能モニタリ
ング調査

県内耕地土壌の代表地点における土壌環
境の実態及びその経年変化を把握し、土
壌管理のための基礎資料を得る。

長年にわたる県内の代表地点における土
壌環境の実態や経年変化を把握すること
により、土壌管理や施肥管理等について
の指針を策定する。

18 22 B
県内の耕地土壌の実態把握は持続的農業の重要な基
本情報であり、それを基に適切な土壌・施肥管理のあり
方を策定することから、計画通り継続して実施すべきで
ある。

土作りは農業の基本であり，環境や安全の観点から土
壌の持続的研究が求められており，適切な評価であ
る。但し，近年の食は安全性とともに機能性を求める志
向が高く，土壌の適正管理とともに，収穫物への影響も
合わせて検討することにより，より差別化戦略が組みや
すくなる点を考慮すべきである。

12
持続性の高い生産
方式の導入

環境保全型農林
水産業を確立する
ための技術開発

持続的農業生産の
ための土壌管理技
術の構築

土壌の生産力を向上させ、環境にやさし
い持続的な農業を推進するために、有機
性資源及び化学肥料の施用指針を策定す
る。

基盤整備後の水田や畑地における各種有
機性資源施用による作物（生育、収量、
品質）や土壌（地力、養分、重金属等）
への影響に伴う適正な有機物や肥料の施
用法を検証する。

18 22 C
有機性資源の有効利用は環境にやさしい農業や安全・
安心な農産物生産のために重要な課題である。今後
は、生産物の品質や食味調査も考慮し、有機性資源の
連用効果について検証していく。

上記の課題と少しだぶっているが，有機質施施用の効
果を収穫物と関係させている点で，より実践的である。
但し，環境保全型農業は，施肥技術の開発とともに，病
害虫防除の視点も必要であり，最終的には差別化戦略
の一環に組み込む必要がある。生育調査とともに，収
穫物の品質・機能性にまでその研究範囲を広げる必要
がある。
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13
持続性の高い生産
方式の導入

環境保全型農林
水産業を確立する
ための技術開発

県内に流通する多
様な有機物の特性
評価

たい肥等の成分特性の把握および重金属
類の簡易分析法の開発により、有機性資
源の有効利用促進に役立てる。

１多様な有機性資源の成分特性把握
２有機性資源のデータベース作成
３多様な有機性資源の簡易的品質評価法
の確立

18 22 A 研究成果は目的を十分達成したので終了すべきであ
る。有機性資源の有効利用促進に役立つ成果である。

食品残渣や糞尿などは臭害を招き処分に困るものであ
るが、たい肥としてリサイクルすることで環境問題の解
決にも貢献できる。研究成果は県内にとどまらず、広く
世界に向けて発信できる可能性がある。

14
消費者の視点を重
視した県産農産物
の安定供給

環境保全型農林
水産業を確立する
ための技術開発

園芸作物の栄養診
断技術を活用した
高品質栽培技術と
効率的施肥管理技
術の開発

生産性を維持しながら環境にやさしい簡
易な施肥管理指針を策定する。
  生産現場に発生した要素障害の原因を
究明し、生産の安定化に寄与する。

簡易な方法により作物の栄養状態を診断
し、適切な施肥ができる技術を確立す
る。
　また現地で発生した要素障害の解析を
行い、指導に活用する。

18 22 C 有機質肥料主体の施肥体系では、新たな栄養診断指
標作成が必要であり、研究計画を変更する。

速効性の化学肥料と違う肥効パターンを示す有機質資
材を主体として用いる場合、養分吸収特性が大きく変わ
るため、従来の栄養診断指標が使えなくなることが充分
考えられる。よって、本課題は早急に解決されるべきと
考える。

15

１農業生産力の発
揮と特色ある農業
の推進
２消費者の視点を
重視した県産農産
物の安定供給

環境保全型農林
水産業を確立する
ための技術開発

果樹園での資源循
環利用による環境
負荷軽減技術の確
立

せん定枝を堆肥化する技術及び園地への
施用技術を確立する。また、せん定枝や
堆きゅう肥等を用いて、肥料成分の流亡
が少なく、かつ収量・品質を低下させな
い施肥体系を確立する。

せん定枝をチップ状にした後、表面施用
あるいは堆肥化して施用する方法につい
て、果樹園での影響を検討する。また、
施肥量の多いナシ園において、堆きゅう
肥等を施用し、化学肥料を低減する技術
を確立する。

18 27 A
地域内の有機性資源について耕畜連携利用への期待
は大きいため、果樹研究所や畜産研究所と連携を強化
し、拡充して取り組む必要がある。

耕畜連携による有機質資源の循環利用が強くもとめら
れているので、果樹と畜産の連携も重要であると考え
る。特に、果樹園への有機物投入は、土壌の理化学性
改善による根圏環境を良好に保つために必要と考え
る。

16
農業生産力の発
揮と特色ある農業
の推進

農産物の積極的な
生産拡大・安定生
産のための技術開
発

野菜・花きの県オリ
ジナル品種の高品
質・安定生産技術
の確立

本県で育成した県オリジナル品種の栽培
特性を検討し、高品質・安定生産技術を
開発する。

１「ふくはる香」のうどんこ病抑制技
術、「ふくあや香」の早期安定収穫技術
を確立する。
２「ハルキタル」の半促成長期どり栽培
にお　ける安定生産技術を確立する。
３「ふくしまさやか」等の栽培様式や肥
培管　理技術を確立する。

18 22 B
本県育成オリジナル品種に対する期待は大きく、また
新たな品種も育成されたことから、継続して取り組むべ
きである。

おいしくて元気になれる（健康維持）県産品が広く流通
し、容易に入手できるようになることには大きな期待が
かかっている。

17
農業生産力の発
揮と特色ある農業
の推進

農産物の積極的な
生産拡大・安定生
産のための技術開
発

県産米の高品質・
良食味米生産のた
めの栽培管理技術
の確立

１食味向上のための少肥栽培は高温年に
品質が低下しやすいため、品質を維持、
向上させる管理技術を確立する。
２中山間地で小ロット生産されている品
種の　ブレンド技術の確立。

１非構造性炭水化物に注目して品種、管
理技術、気象条件が外観品質、食味関連
成分に及ぼす影響を解明し、品質および
食味成分の制御技術を検討する。
２アミロース含量が段階的に異なる品種
のブレンドを検討する。

18 22 C
高温登熟条件下での品質安定化技術は重要な課題で
あるため、試験方法を見直し、技術の確立を図るべきで
ある。

高温登熟に絞ることは、良い選択だと思うが、高温登熟
を安定して再現できる条件を解明することが一つの研
究成果となるのではないか。

18
農業生産力の発
揮と特色ある農業
の推進

農産物の積極的な
生産拡大・安定生
産のための技術開
発

施設果菜類の高品
質・安定生産技術
の確立

夏秋期偏重の収穫期分散のため、冬春作
型におけるトマト・キュウリの高品質･
安定生産技術を確立する。
　夏秋トマトについては、土壌水分、日
射量、温度等の制御により、高品質安定
生産技術を開発する。

冬春トマト・冬春キュウリは、灌水同時
施肥技術を発展させ、高品質化と生産性
を両立した、省力的な生産方式を検討す
る。
　夏秋トマト栽培において、土壌水分コ
ントロール、ハウス内環境制御法を確立
し、高品質トマト生産を実現する。

18 22 B
施設果菜類の高品質・安定生産技術の開発について
は、トマトにおいて新たな問題についても対応しながら
継続して実施すべきである。

着実に成果が得られていることが認められる。
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19
農業生産力の発
揮と特色ある農業
の推進

農産物の積極的な
生産拡大・安定生
産のための技術開
発

無加温ハウスの冬
期間高度利用技術
の確立

夏秋作の裏作としての新規産地創出につ
ながる品目を開発する。
  作付け野菜の無加温条件下での品質向
上技術を開発し、日持ち性や食味等の市
場性を高める。

市場性のある品目（レタス類、ツケナ
類）の最適作型を検討する。
  品質向上に対して有効な技術を検討す
る。
　果菜類との作型組合せによる施肥体系
を検討する。

18 22 A
無加温ハウス栽培は、省エネ及びハウスの有効利用等
のメリットがあり、本県の農業振興に寄与する。また、新
たに業務用レタスの作型に取り組むため、積極的に計
画を拡充し取り組む必要がある。

育苗ハウスを含めて，ハウスの有効利用は大切な課題
であり，新産地育成に向けた重要な研究課題である。
但し，冬期有効利用に向けては，新規作物の技術開発
とともに，市場における作型のすき間をねらった付加価
値型作物選択が求められる。技術条件と市場条件の双
方からの検討が必要である。

20
農業生産力の発
揮と特色ある農業
の推進

農産物の積極的な
生産拡大・安定生
産のための技術開
発

野菜・花き類の養
液栽培における品
質向上技術の確立

新たな技術開発により、農産物の食味や
安全性など、より特徴的な品質向上を図
り、消費者のニーズに応えるとともに養
液栽培の経営に寄与する。

当研究では、培養液の供給方法及び処方
の改善により、トマト・イチゴの食味向
上技術、葉菜類の硝酸含量低下技術、切
り花の品質および日持ち性向上技術等を
確立する。

18 22 C
最近の養液栽培の生産状況を踏まえ、適切な対象品
目の選択と低コスト栽培技術への方針転換が必要であ
ることから、計画を改善して実施すべきである。

施設栽培においては、環境制御が可能なため、減肥・
減農薬への取り組みが、露地に比べ容易であると思わ
れるので、技術開発の可能性は高いと思われる。また、
燃料価格高騰に対応するため、ヒートポンプ等、研究す
べき課題が多いことから、適切な研究対象を選択してい
くことが必要である。

21
農業生産力の発
揮と特色ある農業
の推進

農産物の積極的な
生産拡大・安定生
産のための技術開
発

主要花きの有利販
売のための高品質
生産技術の確立

主要な切り花及び鉢花の高品質安定生産
技術を確立するとともに、夏期高温期の
高品質切り花の長期間出荷のための栽培
技術を確立する。
　また、秋冬期における効率的暖房技術
を開発する。

１トルコギキョウ等施設切り花の夏秋期出荷
における高品質生産技術を開発する。
２キク等露地切り花の夏秋期出荷における品
質安定生産技術を開発する。
３シクラメン等鉢花栽培における高品質生産
技術を開発する。
４主要花きの安定生産のための効率的暖房技
術を開発する。

18 22 A
主要花きの高品質化、安定生産、省力化は重要な課題
である。また、省エネ技術は緊急な課題であり、これま
での課題を拡充し、優先的に実施すべきである。

ヒートポンプ等省エネ技術の早急な開発が求められる。

22
農業生産力の発
揮と特色ある農業
の推進

農産物の積極的な
生産拡大・安定生
産のための技術開
発

花きの需要を創出
する新品目の技術
開発

新規低温性花き類および新規露地花き類
の本県における栽培適性を検討し、安定
生産技術を確立する。

１新規低温性花き類の生育開花特性を解
明するとともに、県内における栽培の適
性を検討し、冬春期における出荷期拡大
技術の確立を図る。
２本県における露地栽培に適した新規花
き品目の栽培技術の確立を図る。

18 22 B 低温性花き類の栽培技術の確立は重要な課題であり、
残された課題について継続して実施する必要がある。

評価表の通り。

23
農業生産力の発
揮と特色ある農業
の推進

農産物の積極的な
生産拡大・安定生
産のための技術開
発

農産物の品質評価
技術の確立

消費者等の求める農産物の品質（外観や
内容成分等）を明らかにするとともに、
その評価手法を確立する。

１消費者の求める農産物の品質を明らか
にし、評価手法を検討する。
２生産・流通現場で使用可能な簡易品質
評価手法を開発する。

18 22 B
高品質な農産物の供給のためには、評価基準策定や、
簡易品質表手法の開発に取り組む必要があることか
ら、継続して取り組むべきである。

農産物の外観や内容成分等の明示化を目的に、その
評価手法の確立に取組み、イチゴの糖度や酸度の簡易
測定法を開発するなどの成果が得られている。今後の
トルコギキョウの品質の明確化に関する取組みにも期
待が持たれ、今後も研究を継続して実施すべきであると
判断される。

24
農業生産力の発
揮と特色ある農業
の推進

農産物の積極的な
生産拡大・安定生
産のための技術開
発

農産物の品質保持
技術の確立

本県主要野菜、花き、果樹類の品質（外
観や内容成分等）保持条件を明らかにす
るとともに、品質保持資材等の検討を行
う。

１野菜、果樹、花き類の品質保持条件を
明らかにする。
２各々の品質保持条件に応じた品質保持
技術を確立する。

18 22 Ｃ
本県農産物の販路拡大を図るうえでも、品質保持技術
確立はその手段として必要であるため、今後とも継続し
て実施すべきである。

計画の１年延長は、次年度計画も含め、妥当と思う。



試験研究（中間）評価整理表

施策目標 研究課題分類 始期 終期 
外部評価アドバイザー意見研究概要

試験研究始期・終期 
評価結果 理由整理番号 

施策目標等
試験・研究課題名 研究目的

25
農業生産力の発
揮と特色ある農業
の推進

農産物の積極的な
生産拡大・安定生
産のための技術開
発

会津地域の特産畑
作物の栽培技術の
確立

会津地域の特産畑作物(ソバ、小麦、オ
タネニンジン)の消費者ニーズに合致し
た高品質、安定生産技術を確立する。

本県オリジナル品種等の導入を軸に高位
安定生産技術の確立を図るとともに、消
費者ニーズに合致した高品質農産物生産
のために生育指標を作成する。

18 22 B
小麦やソバについては十分な成果が出ているが、オタ
ネニンジンの生産安定のためには病害対策が不可欠
であり、登録薬剤も少ないことから、来年度以降も継続
して実施すべきである。

おいしくて元気になれる（健康維持）県産品が広く流通
し、容易に入手できるようになることには大きな期待が
かかっている。

26
農業生産力の発
揮と特色ある農業
の推進

農産物の積極的な
生産拡大・安定生
産のための技術開
発

果樹の会津ブラン
ド確立のための高
品質生産技術の確
立

・べリー類の収穫期幅の拡大を図るとも
に摘み取りと加工用それぞれに適する品
目・品種構成を確立する。
・高田梅の寒凍害を防止する技術を検討
する。
・カキの霜害を回避するため早熟で、着
色優良な新品種を選抜する。

・品種構成、施設栽培等によるベリー類
の収穫期
幅の拡大及び生産性、加工適性の検討。
・台木利用等による高田梅の寒凍害防止
検討。
・交雑育種によるカキ優良系統の選抜。

18 22 B
会津の特産果樹振興のために必要な課題であり、計画
通りの成果が期待できるので、継続して実施すべきで
ある。

健康維持特性を持つ成分が明らかになっている作物で
あれば、特性を強調することで特産物の価値が高くなる
ので、さらに継続して研究してほしい。

27
農業生産力の発
揮と特色ある農業
の推進

農産物の積極的な
生産拡大・安定生
産のための技術開
発

浜通りにおける基
幹作物の高品質、
安定生産技術の確
立

浜通りの気象条件下における基幹作物の
特性を生かした、高品質、安定多収な栽
培法を確立するとともに、普及、定着化
を図る。

・基幹作物の品種特性を発揮させるため
の栽培法の開発。
・浜通りでの高品質、安定生産技術の確
立。

18 22 B
「水田農業改革実践プログラム」の実現のためには、新
品種の栽培法の確立に加え現地と連携した大豆栽培
法の確立が必要であり、試験研究においても継続して
取り組むべきである。

特別栽培米専用肥料で、減収する問題は、生産者の意
欲をそぐことにもなるので、早急に解決する必要があ
る。また、地域産米品質の特徴と要因解析については、
要因の絞り込みや解析法の工夫によって解決できない
か。

28
農業生産力の発
揮と特色ある農業
の推進

農産物の積極的な
生産拡大・安定生
産のための技術開
発

浜通りにおける高
品質銘柄米生産技
術の確立

浜通り地方産米の品質低下要因とその対
策について検討し、一等米比率と市場評
価の向上を目指す。

１コシヒカリの粒厚向上を図る栽培法の
確立
２主要カメムシ類の効果的防除方法の検
討
３地域産米品質の特徴と要因解析

18 22 C

コシヒカリの粒厚向上やカメムシ類の防除方法につい
ては来年度も継続して実施する。新たに特別栽培米の
施肥管理技術にかかる課題を加え、浜通り地方産米の
発展に寄与する。なお、地域産米品質の特徴と要因解
析にかかる課題は大きな成果が望めないことから中止
とする。

特別栽培米専用肥料で、減収する問題は、生産者の意
欲をそぐことにもなるので、早急に解決する必要があ
る。また、地域産米品質の特徴と要因解析については、
要因の絞り込みや解析法の検討が必要である。

29
農業生産力の発
揮と特色ある農業
の推進

農林水産物の高
品質化と一層の省
力・低コスト生産の
ための技術開発

大規模葉たばこ経
営のための環境保
全型栽培と乾燥シ
ステムの自動化

1．パイプハウスでの粗水切り～黄褐変期の機械
乾燥を可能にし、コンパクト乾燥室、温湿度コン
トロールシステムとの一連の自動乾燥システムを
確立する。
2．プラスチックを多量に使用する従来のシル
バーマルチと反射シートの畦間管理体系を変え、
環境に優しい生分解性マルチとリビングマルチ
（ムギ類等のカバープラント）の管理体系を確立
する。

1．ハウス内の微気象を自然乾燥に近い
状態で環境コントロールする機械乾燥制
御技術を開発する。
2．古来から行われてきたムギとの間作
を新たな視点で見直し、雑草防除や土壌
病害軽減のためのリビングマルチ技術を
確立する。

18 22 B 来年度から新品種の全面切替が予定されており、継続
して新品種でも継続していく必要がある。

有数のたばこ産地として，適切な研究課題であり，新品
種導入と高齢化を見据えた省力化対応が求められてい
る。但し，実需者であるＪＴとの共同研究や要求される
品質等に関してすり合わせを行うとともに，産地におけ
る大規模化している生産者の組織化方策も検討すべき
である。

30
農業生産力の発
揮と特色ある農業
の推進

農林水産物の高
品質化と一層の省
力・低コスト生産の
ための技術開発

浜通りにおける先
進技術による大規
模稲作技術の確立

早期播種・早期入水乾田直播栽培におけ
る良食味品種等の高品質安定栽培技術の
確立、田畑輪換での除草法を確立する。

１良食味品種による早期播乾田直播栽培
法の確立
２乾田直播栽培における雑草防除法の開
発

18 22 B
乾田直播栽培は「水田農業改革実践プログラム」等で
も重要な稲作の省力栽培技術と位置づけられ、また本
試験も計画どおりに進捗し、今後の成果も見込まれるこ
とから継続実施すべきである。

減肥栽培や直播等省力栽培技術においても、収量の確
保は重要な技術的課題であると思う。
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31
農業生産力の発
揮と特色ある農業
の推進

作業の軽労化・快
適化のための技術
開発

土地利用型農業に
おける作業の安全
性・快適化技術の
開発

農作業の効率かつ省力的な作業技術、農
作業の安全性の向上、快適化を図る。

１．水田畦畔管理作業の軽労化技術を開
発する。
２．湛水作業条件下の管理作業を改善す
る。
３．水田の機械作業に適したほ場整備技
術を確立する。

18 22 B 本研究の成果は、土地利用型農業を振興する上では
重要な課題であり、今後とも継続実施すべきである。

農業従事者の高齢化が進んでいる中で作業の軽労化
は重要と思われる。単独での作業がほとんどだと思うの
で、安全性や操作の簡便化も必要と思う。

32
農業生産力の発
揮と特色ある農業
の推進

作業の軽労化・快
適化のための技術
開発

園芸作物の栽培管
理の省力化、軽労
化、自動化技術の
開発

園芸作物の生産の上で必要な労働負荷の
軽減・省力化や精密化自動化を図る。
　作物の収穫残さ、剪定枝等を安全かつ
快適に処理する技術を開発する。

１．作業改善による園芸作物の栽培管理
の軽労化技術の開発
２．管理作業の精密化自動化技術の開発
３．残さ等の後処理技術の開発

18 22 B
開発した機材等の現場普及への検討や果菜類の防除
に関する省力化技術を開発することが重要であること
から、継続して実施すべきである。

環境面から見ても生分解性ネットの有効性は高いと思
われる。

33
農業生産力の発
揮と特色ある農業
の推進

作業の軽労化・快
適化のための技術
開発

農作業の労働負
荷、快適性の評価
手法の開発

農作業に関連する肉体的、心理的負荷の
評価手法を確立する。

１．農作業の動作解析や筋電位の変化か
ら肉体的負荷の評価法を確立する。
２．農作業の心理的負担を解析評価する
手法を確立する。

18 22 C
労働・心理の両評価手法の確立が予定より早く見込め
るので、計画を変更し、期間短縮により対応する必要が
ある。

負荷を数値化しただけでなく、それをどう軽減するかが
重要なのではないか。

34 地域産業の振興

中山間地域の産
業振興を支援する
ための総合的な技
術開発

中山間地域におけ
る資源の利活用と
アグリビジネスの
展開方向

農業者の所得向上につながる農産物直売
所や加工所のために土地、労働力等の地
域資源の利用方法の検討、起業条件、経
営の発展要因、地域内連携の仕組みを解
明し、アグリビジネスの発展を支援し、
もって中山間地域の活性化に資する。

アグリビジネスの事例を収集し、類型化と経済性
分析を行う。また、経営主体や関係機関・団体へ
の聴取調査や経営環境の観察調査を行い、地域資
源の利用方法、起業条件、発展要因、地域内連携
等の解析から、アグリビジネスが収益を上げ、継
続的に成長する地域的な仕組み（ビジネスモデ
ル）を提示し、併せて経営向上研修プログラムを
策定・提示する。

18 22 B
今後の農産物販売所及び加工所の発展要因等を解析
し、中山間地域の活性化につなげるためには、本成果
の現地適応性まで検討することが必要と考え、次年度
以降も継続して実施する必要がある。

直売所や農産加工による地産地消型のアグリビジネス
は，全国的に拡大しており，適切な評価である。但し，こ
うした地産地消は，農村女性の組織化，直売所間の広
域ネットワーク，観光業界や外食業界とのネットワーク
にまで広がりつつあり，そうした組織化・連携視点からも
研究が必要である。

35
交流・連携を通じ
た中山間地域に対
する理解の促進

中山間地域の産
業振興を支援する
ための総合的な技
術開発

安らぎのある農村
空間の評価と設計
手法の開発

農村空間が持つ快適性や人間に対する安
らぎ等の効果を評価する手法の開発及び
中山間地域資源（景観）を活用した設計
手法の開発を行うことを目的とする。

独法研究機関（農業工学研究所等）の研
究成果を利用し研究連携を図りながら、
地域住民及び都市住民の景観に対する評
価、施設等のデザインに対する評価や景
観維持や施設管理に対する意識調査を行
い、安らぎのある農村空間の評価と設計
手法の開発を行う。

18 22 A

本県では二地域居住を重要な施策として推進してお
り、その推進には農村（景観）の果たす役割も重要であ
る。農村景観の維持・発展のためには営農の継続が必
要であり、その維持継続のために、本研究の成果は十
分役立つものと思われる。

グリーンツーリズムを含む都市農村交流の前提として，
農村景観・空間の重要性が高まっており，時機にかなっ
た課題である。但し，景観の確保は，そこに住む生活者
と都市住民では異なっており，そうしたニーズの異なる
要求の調整手法が求められる。また，景観の経済効果
とともに，その維持コストと負担方式の検討が同時に求
められる。

36 地域産業の振興

中山間地域の産
業振興を支援する
ための総合的な技
術開発

中山間地域の気象
条件を活かした特
産作物の栽培技術
の確立

中山間地域における夏期冷涼な気象条
件・立地条件を活かした野菜・花き等の
産地育成のため、山菜・枝物等の良品多
収技術を確立する。
　既存品目については、多様な担い手が
継続的に取り組める省力的な生産技術を
開発する。

中山間地域に適した山菜、枝物の栽培特
性・立地条件を明らかにし、種苗増殖
法、仕立て法、株更新法等を検討する。
　既存品目では、新たな省力的栽培法を
検討する。

18 22 B 中山間地域の農業生産振興を図るためにも重要な課
題であり、継続して実施すべきである。

総合評定の通り、中山間地域の農業振興は、重要な施
策の一つと考えるので、本課題は継続すべきと考える。
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37 地域産業の振興

中山間地域の産
業振興を支援する
ための総合的な技
術開発

中山間地域の花き
産地の拡大

リンドウ、シュッコンカスミソウの生理
生態を解明し、品質向上、開花調節技術
等を確立する。

１リンドウ越冬芽形成のメカニズム解明
及び　遮熱、防虫ネット等資材を用いた
品質向上、日長制御等による開花調節技
術等を検討する。
２シュッコンカスミソウの蕾採花等の省
力化技術等を検討する。

18 22 C
シュッコンカスミソウに関する当初の研究ニーズが低下
したため、計画を変更し、リンドウに研究を集中して課
題解決に当たるべきである。

リンドウに特化することを支持する。

38
農業生産力の発
揮と特色ある農業
の推進

地域資源の高度
活用技術の開発

絹糸昆虫利用によ
る生活資材の開発

絹糸昆虫が産生する硬タンパク質の様態
操作法や色素、抗酸化物質等の抽出・精
製技術を開発し、それらの機能性等を解
明し、その機能性を利用した生活資材を
開発する。さらに、絹糸昆虫の効率的安
定生産を行うための飼育技術の体系化を
図る。

各種絹糸昆虫が産生する硬タンパク質等
の機能を解明し、その機能を利用した化
粧品、医薬品、サプリメント等の生活資
材の開発。野蚕３種以上の飼育技術の体
系化。

18 22 C
産生物（天蚕絹セリシン）の機能性については特許申
請が終了し、成果が出ており、今後、残された課題（飼
料樹の樹勢と害虫の影響）については規模を縮小して
実施する。

絹糸昆虫の産生物について、その機能性の開拓と活用
に取り組み、天蚕絹セリシンの精製とその配合化粧水
の製法の開発を達成するなど、順調に成果が得られて
いる。特許申請もなされていることから、実用化への取
り組みが期待されるとともに、課題であると考えられる。

39
農業生産力の発
揮と特色ある農業
の推進

地域の農林水産
業を支援する高度
解析・予測技術の
開発

主要農作物生育解
析調査

主要農作物（水稲、畑作物）の生育状況
の把握や技術対策の資料を収集、発信す
る。

毎年、同一耕種条件により栽培し、定期
的な調査を行い主要農作物の生育状況の
基礎資料を得る。 また、異常気象が予
想される場合は、災害の予測、被害の解
析、対応技術の評価を行う。

18 22 B
来年度も継続実施すべきである。農作物の生育状況に
関する情報についてのニーズは高いので、継続実施す
べきだが、情報をより迅速に提供できるよう、情報提供
のあり方を検討すべきである。

主要作物の生育情報は，データーの蓄積が命であり，
継続的課題として重要である。但し，そうした蓄積情報
を迅速に現場に伝える情報ネットワークの改善や，生育
情報のみでなく，異常気象時における対策技術と組み
合わせた生きた情報の発信方式が大切であり，発信す
るサイドの横の連携システムを同時に検討する必要が
ある。

40
農業生産力の発
揮と特色ある農業
の推進

地域の農林水産
業を支援する高度
解析・予測技術の
開発

水稲のリアルタイ
ム生育診断、栽培
管理支援システム
の開発

メッシュ気候図と水稲生育予測モデルを
結合し、県内をメッシュ単位で水稲の生
育状況を推定するシステムを開発する。
　携帯用測定機等を用いて、水稲の生育
情報を収集・解析し栄養診断に基づいて
管理を行う手法を確立する。

水稲主要品種の生育予測モデルを策定
し、メッシュ気候図と結合して県内の水
稲生育をメッシュ単位で推定するシステ
ムを開発する。
  携帯用測定機などによる生育（画像、
分光放射など）と水稲の生育・栄養状態
や食味関連成分との関連を明らかにす
る。

18 22 C

地球温暖化に対応した技術の開発のため、地球温暖
化対応農業生産システム確立事業を開始したところで
あり、予測モデル作成の課題は、事業に組み替え実施
すべきである。携帯用測定機の現地における適応性の
検討は継続していく。

メッシュ気候図で得られる気象情報は、メッシュ内の平
均地点の値であり、作物生育に直接影響する微気象と
は必ずしも一致しないので、生育モデルを精査しても限
界があるのではないか。また、温暖化への対応を考え
ているようであるが、直線的な外挿が成り立つのかの検
証が必要となる。

41
農業生産力の発
揮と特色ある農業
の推進

地域の農林水産
業を支援する高度
解析・予測技術の
開発

花き類の生育・開
花予測技術の開発

シュッコンカスミソウの品種別に生育・
開花特性を把握し、花き産地の活性化の
ため開花予測技術を開発する。

シュッコンカスミソウを品種別に、気象条件
（気温・地温・日長等）と開花との関係を解
明する。現地との連携を密にし、情報を
フィードバックするなど、より精度の高い開
花予測技術を開発する。

18 22 C
シュッコンカスミソウの長期安定生産と出荷を図るため
には、早期に現地で実証していく必要があるので、期間
短縮して実施すべきである。

花卉部門は重要な所得形成部門となっており，産地形
成のために重要な課題である。但し，カスミソウの生育
試験のみでなく，市場ニーズを調査しつつ，高齢化でも
対応可能な花卉複合産地を目指す販売戦略を同時に
検討する必要がある。

42

1農業生産力の発
揮と特色ある農業
の推進
２消費者の視点を
重視した県産農産
物の安定供給

環境保全型農林
水産業を確立する
ための技術開発

果樹における化学
農薬削減技術の確
立

果樹病害虫の効率的な防除技術を確立
し、化学合成農薬の使用削減を図る。
  また、農薬飛散の問題を軽減するため
リンゴ・モモの共通防除体系を策定す
る。

果樹病害虫の発生生態を認識しながら、化学
合成農薬の園地への総投下量を削減するため
に、農薬の防除効果を最大限活用した減農薬
防除体系を策定する。また、リンゴ・モモの
樹種複合に伴う共通防除体系化や農薬削減を
図る。

18 22 B
化学合成農薬削減に対する要望は高く、安全・安心な
果実の安定的生産のため、本試験は継続して実施す
べきである。

食の安全に関しては厳しい目を持つ人が増えており、
化学農薬をできるだけ減らすことができれば、商品価値
が向上するので是非継続して研究してほしい。
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43

1農業生産力の発
揮と特色ある農業
の推進
２消費者の視点を
重視した県産農産
物の安定供給

農産物の積極的な
生産拡大・安定生
産のための技術開
発

本県オリジナル品
種・新品種・一般品
種の生育及び栽培
特性調査

本県オリジナル品種及び新品種の生育・
栽培特性を把握し、栽培マニュアル作成
に活かすとともに、高品質高生産の栽培
技術指導の基礎資料とする。

各品種の生育経過、栽培特性や果実品質
を調査しデータを蓄積する。特に検討を
要する特性については詳細な調査を行
い、さらに必要があれば栽培試験に移行
する。

18 22 B
品種選択は産地および個別経営の重要な戦略であり、
新品種の適応性や栽培法に関する判断と迅速な情報
提供が恒常的に求められていることから、継続して実
施すべきである。

おいしくて元気になれる（健康維持）県産品が広く流通
し、容易に入手できるようになることには大きな期待が
かかっている。

44

1農業生産力の発
揮と特色ある農業
の推進
２消費者の視点を
重視した県産農産
物の安定供給

農林水産物の高
品質化と一層の省
力・低コスト生産の
ための技術開発

果樹施肥技術の改
善

収量や果実品質を低下させずに、肥料コ
ストを低く抑え、かつ肥料成分の流亡を
少なくした環境にやさしい施肥技術を確
立する。

昭和48年以降、窒素無施肥及び窒素多施
肥を続けるリンゴ「紅玉」ほ場（全国で
も希有）において、継続して生産性、土
壌化学性などの変化について調査・解析
し、合理的な施肥法を提示する。

18 22 B
本試験は、全国でも唯一のリンゴ長期施肥試験であり、
地力の重要性や多施肥の悪影響が具体的に解明され
る研究であることから、今後とも継続して実施すべきで
ある。

果樹における長期施肥試験は貴重である。本試験にお
いて、地力の維持・向上が重要なことが分かったことか
ら、有機物の連用区を設けてはどうか。

45
農業生産力の発
揮と特色ある農
業の推進

本県に適した高
品質で優良な品
種の開発と家畜
の改良

県産銘柄鶏の改良
と開発

損耗軽減・飼養コストの低減等のための
劣性形質の除去や、産卵率・飼料効率等
の能力向上を図る。

当場作出の高品質実用鶏の種鶏性能を調
査して改良を行うとともに、これらの次
世代鶏を作出する。また、種鶏を交配し
作出する実用鶏について特性・能力を把
握し、改良へ活用する。

18 22 B
研究は計画以上の早さで進み、雌系種鶏の更新、飼養
管理手引きの発行等、着実に成果を積んでいる。さら
に新たな系統の造成に着手しており、来年度も継続実
施すべきである。

　「会津地鶏」の注目度は特に高まっており、高品質で
安全な供給が望まれているので、研究を継続しなけれ
ばならないと思う。

46
農業生産力の発
揮と特色ある農
業の推進

本県に適した高
品質で優良な品
種の開発と家畜
の改良

牧草・飼料作物の
優良草種・品種の
選定

本県の気象条件、立地条件に適した牧
草・飼料作物の優良草種及び品種を選定
する。

国内外で育成改良された有望品種につい
て、本県における生育特性、耐病性、収
量性を調査し、奨励品種及び優良品種候
補に選定する。

18 22 C
配合飼料の高騰など、急激な内外の状況変化に対応
するため、継続して試験を実施すべきであり、牧草類の
選定試験に関しては、ニーズの高まっている草種に変
更して実施すべきである（方針の変更）。

特段のコメントは無い。

47
農業生産力の発
揮と特色ある農
業の推進

バイオテクノロ
ジー等を活用し
た高度な技術開
発

高能力家畜生産の
ための受精卵移植
技術の開発

牛の受精卵移植技術による受胎率は45％
前後で推移していることから、受胎率に
及ぼす要因を解明し受胎率の向上を図
る。

分娩間隔の短縮化に向けた飼養管理技
術、受精卵の効率的増産技術、生殖補助
医療技術を取り入れた受胎率向上技術、
生存率の高い受精卵凍結保存法につい
て、改善・改良を加え受胎率への反映を
調査する。

18 22 C
豚受精卵移植のための技術開発に取り組む計画となっ
ているが、人的・物的資源を集中させるため、豚受精卵
移植は取り止める。

畜産経営にとって受胎率の向上は大切な課題であり，
特に受精卵移植における技術開発は継続的研究が必
要である。但し，近年の飼料価格高騰や土地利用型畜
産展開のためには，飼料自給化による母牛への影響と
受胎率の関連も検討が必要である。

48
消費者の視点を
重視した県産農
産物の安定供給

安全な畜産物生
産技術の開発

安全で特色ある地
鶏肉等の生産技術
の確立

消費者から「畜産物の安全･健康」が求
められていることから、生産者段階での
健康な地鶏を飼養する管理技術を確立す
る。

鶏の健康･ストレス低減をねらいとした
地鶏肉等の生産技術を確立する。 18 22 C

デビークをはじめ、ストレス低減対策は生産効率に係わ
る試験のため、「生産コストと付加価値を考慮した地鶏
の生産流通方式の確立」の試験に組み入れて実施す
ることが効率的かつ効果的である。

　「会津地鶏」の注目度は特に高まっており、高品質で
安全な供給が望まれているので、研究を継続しなけれ
ばならないと思う。
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49

農業生産力の発
揮と特色ある農
業の推進
消費者の視点を
重視した県産農
産物の安定供給

付加価値の高い
畜産物の生産・
加工技術の開発

国産飼料を活用し
た牛肉生産技術の
確立

原料をほぼ輸入に頼っている濃厚飼料に
おいて、高栄養価国産飼料を活用し、飼
料自給率を高めた給与技術を確立するこ
とににより国産飼料の自給率向上を図
る。

国産飼料としてデントコーンサーレージ
及び米の生産調整に適した飼料イネのモ
ミ部分を濃厚飼料として利用する技術を
確立する。

18 22 B 計画どおりに進捗しており、継続実施することで、更な
る成果が見込まれる。

本来は廃棄されていたイネモミを飼料として利用するの
で、家畜のためだけの穀物栽培を縮小でき環境問題の
解決にもつながるのでさらに進めてほしい。

50
持続性の高い生
産方式の導入

環境保全型農業
を確立するため
の技術開発

堆肥・液状物等の
循環利用技術の確
立

農地への堆肥成分の過剰施用を回避する
ため、土壌における循環を考慮した堆肥
の還元方法を確立する。また、地域副産
物を利用した堆肥化・リサイクル技術を
確立する。

堆肥の連年施用における二毛作を行い、
環境汚染しない適切な施用量を検討す
る。また、廃棄物である果樹せん定枝を
利用した循環利用技術を検討する。

18 22 B 適切な堆肥の連年施用方法を明らかにするためには、
継続した長期間施用試験の実施が必要。

堆肥等による循環型農業の確立は重要な課題であり，土壌管理と
結びつけた研究が求められている。畑作地においては過窒素状態
が問題化している中で，良質堆肥の生産方法と施肥技術の開発は
重要な課題であり，土壌研究と連携して行う必要がある。また，剪
定枝や木工廃材，生ゴミ等の堆肥化も求められており，堆肥成分
への影響も検討する必要がある。

51
持続性の高い生
産方式の導入

環境保全型農業
を確立するため
の技術開発

堆肥を利用した牧
草・飼料作物の低
コスト栽培・調製技
術の確立

牧草・飼料作物の収量と飼料中ミネラル成分
に主眼をおいた生産性維持に必要な堆肥の適
正かつ効率的利用方法を検討するとともに、
これに伴う化成肥料削減による低コストで自
然循環機能を活用した飼料生産技術の確立を
目指す。

効率的でかつ環境負荷の少ない施用方法
を検討するために、堆肥の肥効率、およ
び土壌中のミネラルバランスを考慮し、
堆肥および化学肥料の適切な施用量を検
討する。

18 22 C

適切な堆肥の連年施用方法を明らかにするためには、
継続した長期間施用試験の実施が必要。「二毛作栽培
の収穫調製技術の検討」については、コーンプランタの
活用による裏作播種が現状では困難であることから、
今後は実施しない。

畜産における自給飼料化と堆肥による循環システムの
確立は，環境保全の観点からも大切な課題である。先
の５３とも連携する課題であり，良質堆肥の確保，施用
技術の確立，土壌改善機能の確認とも結びつけるとと
もに，自給飼料の栄養養分への影響等も検討する必要
がある。

52
農業生産力の発
揮と特色ある農
業の推進

畜産物の積極的
な生産拡大・安
定生産のための
技術開発

自給飼料を基本と
した乳用牛飼養管
理技術の確立

乳生産において、自給飼料を活用した濃厚飼
料削減について検討し、乳用牛の栄養充足等
への影響を調査する。
　また、自給飼料を基本とした場合の経営に
及ぼす影響を調査し、自給飼料を基本とした
乳用牛飼養管理技術を確立する。

コーンサイレージ等の高栄養自給飼料を基本
とした飼料を乳用牛へ給与して、飼料摂取量
や乳成分、乳生産性を比較することによって
栄養の充足を調査する。
  また、自給飼料を基本とした場合の牛乳生
産コストから経営に及ぼす影響を調査する。

18 22 A
飼料価格の高騰が酪農経営に大きな打撃を与えてい
ることから、優先して本研究に取り組み輸入飼料依存
型からの脱却を図り経営安定に資する必要がある。

穀物高騰による自給飼料化は大切な課題であり，その
飼養管理技術への具体化が求められている。乳牛にお
ける栄養摂取・飼養管理とともに，乳量・乳質への影響
とともに，地域土地利用における飼料生産の位置づけ，
低コスト型飼料生産体制の確立をコスト面からも検討す
る必要がある。

53
農業生産力の発
揮と特色ある農
業の推進

畜産物の積極的
な生産拡大・安
定生産のための
技術開発

乳生産性と繁殖性
を両立させる飼養
管理技術の確立

乳牛の能力向上に対応した飼養管理とし
て栄養水準の見直しや、泌乳期に応じた
管理方法などについて検討し、産乳性と
繁殖性を両立させる技術を確立する。

初産牛の泌乳初期の栄養水準、特に蛋白
水準を検討し、分娩前後の飼養管理技術
の確立を図る。

18 22 B
飼料価格の高騰、環境保全が注目されていることか
ら、これらの課題と酪農業の存続を両立させる本技術
の確立が必要である。

酪農経営においては，乳生産性と繁殖性を高めることは基本
的な課題であり，そのための飼養管理技術の具体化が求め
られている。５３～５６の課題は，循環型生産と自給飼料生産
を新しい課題として，飼養管理技術に具体化する一連の連関
した研究であり，その相互連携を意識した研究実施が望まれ
る。

54
農業生産力の発
揮と特色ある農
業の推進

畜産物の積極的
な生産拡大・安
定生産のための
技術開発

繁殖豚における生
産性向上技術の開
発

経営安定化のために、繁殖母豚の長期利用及
び離乳後の事故率改善につながる飼養管理技
術を確立する。
　生産システム向上につながる人工授精の普
及拡大及び凍結精液の実用化のため、利便性
の高い低温保存用精液希釈液、実用的な豚精
液凍結保存方法について開発する。

繁殖母豚の長期利用、離乳後の事故率改
善につながる飼養管理技術について検討
する。
また、豚精液の低温保存用希釈液、凍結
保存方法について検討する。

18 22 A

本研究のこれまでの成果により、県内豚人工授精の普
及が図られてきている。今後は、母豚の長期利用及び
離乳後の事故率改善につながる飼養管理技術と実用
的な豚精液凍結保存技術の一体的な開発が求められ
ており、次年度以降も優先して実施されるべきである。

養豚経営においては，繁殖性能の向上は基本的課題
であり，その飼養管理技術への具体化が求められてお
り，適切な評価である。
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55
農業生産力の発
揮と特色ある農
業の推進

畜産物の積極的
な生産拡大・安
定生産のための
技術開発

経年草地の草勢回
復技術の確立

現時点では体系化されていない劣化した植生
を迅速に把握し、評価する手法を構築する。
また、コスト・労力を抑えながら草地生産性
を向上させる技術を開発するとともに、利用
方法改善による持続的な牧草生産体系を確立
する。

 草地更新の必要性判定を簡易に行う技
術、植生条件等に対応した簡易更新技
術、草地を永続的に維持管理する技術の
体系化を行う。

18 22 A
計画どおりに進捗しており、優先して実施することで成
果が期待できる。今後は、開発した技術の現地実証を
含めて進めていく必要がある。

飼料価格高騰下において，草地更新を含む自給飼料生
産体制の確立は重要な課題である。先の５３～５６の研
究とも連携しつつ，肉牛生産における公共牧場の管理
体制も視野に入れて，その研究を進める必要がある。

56
農業生産力の発
揮と特色ある農
業の推進

畜産物の高品質
化と一層の省
力・低コスト生
産のための技術
開発

銘柄福島牛の効率
的生産技術の確立

産地間競争激化、国際化、食品への安全志向
等牛肉を取り巻く環境は厳しく、これらに対
処するため、より一層の生産性向上や銘柄
「福島牛」のブランド化を推進するための高
品質化・高位平準化を図るための肥育技術を
開発する。

肥育素牛の能力を最大限に引き出すための育
成期から出荷までの高度栄養・飼養管理技術
を改善・開発し、産肉成績を検証する。
　また、畜舎、環境、飼養管理等における快
適さの指標を牛の生体モニタリングにより調
査し、安心・安全な肉牛生産に反映する。

18 22 B
銘柄「福島牛」確立のため、今後とも飼料の給与技術
や快適化した飼養管理技術の向上による効率的な肥
育技術の開発が必要である。

単に安全な牛肉というだけでは、他のブランド牛に比較
してブランドとしてのインパクトが弱い気がする。HPなど
でもアピールしてはどうか。

57
農業生産力の発
揮と特色ある農
業の推進

畜産物の高品質
化と一層の省
力・低コスト生
産のための技術
開発

高栄養自給飼料の
調製・利用技術の
確立

栄養価の高い良質な自給飼料を生産し、
それらを混合することにより、その飼料
価値と利用率を向上させる。
　また、発酵飼料の品質保持技術を確立
する。

良質な高栄養自給飼料生産のための調
製・保存技術等を検討する。また、食品
残さ、粕類等を活用した混合発酵調製技
術の確立について検討する。

18 22 B

高栄養自給飼料の細断型ロールベーラを活用した高気
密保存手法による調製・保存体系の有効性について一
定の成果を得たことから、本課題については平成20年
度で終了とする。また食品残さ等を活用した混合発酵
飼料の調製技術に関しては、別事業で対応する。

 飼料の栄養価を高めるために食品残渣等を利用すれ
ば、ゴミ削減にも役立ち、環境問題の解決策のひとつと
なるので、継続し成果をあげてほしい。

58
農業生産力の発
揮と特色ある農
業の推進

地域の農業を支
援する高度解
析・予測技術の
開発

黒毛和種繁殖牛群
のデータベース化
による最適交配シ
ステムの開発

最適交配システムを構築することによ
り、県内肉用牛の能力向上と繁殖雌牛群
の効率的な改良を進める。

県内雌牛の産肉性や種牛性の育種価情
報、血統をデータベース化し、主な種雄
牛との交配システムを開発する。

18 22 B
最適交配システムを利用することにより、県内黒毛和種
の生産基盤が強化され、農家経営の安定化が図られる
とともに、銘柄「福島牛」の更なる発展が期待される。

肉牛生産における交配技術の向上は基本的課題であ
り，産地維持のためには計画的な交配システムが必要
である。５８の飼料基盤の確立とも連携させて，研究を
進める必要がある。


